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１、はじめに 

プラズマを利用する技術分野は近年大きな発展を見せている。従来、半導体プロセスへの応用が

中心であったが、その後各種の材料プロセスへの応用が図られ、最近年においては、プラズマの

バイオ・医療応用への研究が開始されている。このようなプラズマ応用の動向の中で、プラズマ

研究の中心課題は①低温高密度プラズマ源の開発、②プラズマ源の大面積化、③大気圧非平衡プ

ラズマ源の開発であり、この動向は現在も続いている。本稿では２つの新しいプラズマ源ならび

に診断法の研究を紹介する。 

２、大規模直線型マイクロ波プラズマ源 

プラズマ源の大面積化は依然今日的課題である。この場合、プラズマ源の単なるスケールアッ

プでは問題解決が困難であり、プラズマ励起電力分布（power deposition profile）を均一にするこ

とが本質的である。本研究では、大面積プラズマの生成技術の一つとして一様性の高い直線型プ

ラズマの生成技術を提案し、大規模直線型マイクロ波プラズマの生成・制御技術を研究した。す

なわち、マイクロ波矩形導波管内の長波長特性を利用し、長さ方向に一様な電力放射を実現する

ことにより、大規模に直線型プラズマを生成するものである。低圧力条件で長さ２ｍの直線型プ

ラズマ 1,2）、大気圧条件において２５ｃｍの直線プラズマの生成を実現している。 

３、表面波アフターグローによる低温高密度プラズマ源 

新しい低温高密度プラズマ源として、表面波アフターグローによるプラズマ生成技術を提案し

た。3）誘電体放電管とプラズマ界面を伝搬する電磁波は放電管の誘電率と周波数で決まる共鳴密

度を下限として伝搬が遮断され、その近傍に低温のアフターグローの生成が期待できる。本研究

では VHF 帯において酸素アフターグロープラズマの生成を試みた。その結果、放電管下流域にお

いて電子温度が急激に低下するアフターグローの生成が確認された。今後、高誘電率放電管の利

用等により新しいプラズマ源として期待できる。 

４、浮遊型プローブによるプラズマ診断装置 

新しいプラズマ源の開発とともに、その特質に合うプラズマ診断法が必須となる。例えば３で

述べたプラズマ源の診断には従来のプローブ法は使えない。そこで、電流測定を必要としない新

しい診断法を提案した。4，5）本診断法はプローブの浮遊電位を測定対象とし、従来の Emissive Probe

を拡張したものであり、絶縁壁容器内プラズマ等各種高周波プラズマの診断に利用できる。図１

には、本診断法で得た電子エネルギー分布（EEPF）の一例を示した。低 RF パワー条件では

Druyvesteyn-like になるが、高 RF パワーでは Maxwell になることが分かる。浮遊状態での EEPF

測定は初めてとなる。 
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図 1浮遊状態で測定した電子エネルギー分布の例 
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